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我々は Si 格子シフト型フォトニック結晶導波路

（LSPCW）光偏向器を開発し，これを送受信光ア

ンテナとする周波数変調連続波（FMCW）方式

LiDAR チップの実現を目指してきた 1)．一般に光

アンテナの開口が広い方が LiDAR の送受信感

度の向上に有利である．しかし LSPCW には伝搬

損失があるので，単にこれを長尺化しても感度が

スケーリングしない．そこで短尺な LSPCW を複数

配置し，全体損失を抑制しつつ実効開口を拡大

する縦列アレイ構成を提案し 2)，前回，感度がス

ケーリングする実験を報告した 3)．今回はこれを搭

載したLiDARチップを用いて，3次元距離画像を

取得した． 

長さ 1.2 mmの LSPCW 光アンテナを縦列に 2

本，並列に 32本集積した LiDARチップを Fig. 1

に示す．放射機構には Si LSPCW スラブ上に設

けた浅堀回折格子を採用した 1)．光アンテナへの

入力切替は熱光学式マッハツェンダー型スイッチ

ツリーを用いた．FMCW 信号生成には，周波数

変調にチップ外の SSB 変調器を利用し，コヒーレ

ント検波にはオンチップ集積した Ge バランス型フ

ォトダイオード（BPD）を用いた．実装基板では，

光入力用ファイバを紫外線硬化樹脂によりチップ

端のスポットサイズ変換器に接続し，スイッチツリ

ーの制御と Ge BPDからの信号検出のためにプリ

ント基板にワイヤボンディングした．今回は 2×32

本の光アンテナのうち 2×20 本を用い，波長掃引

と入力切替により 2 次元的な光ビーム走査を行っ

た．光アンテナから出射される扇状ビームは，Fig. 

2(a)のような平凸レンズでコリメートした． 

対象物は Fig. 2(b)のように，再帰性反射テープ

で覆ったアルミ角柱の配列を用いた．このとき，

Fig. 3 のように角柱の段差を反映した距離画像を

得た．画像の端では S/N の低下によりノイズが増

えているが，これはコリメートに用いた平凸レンズ

の焦点の角度依存性のためであり，プリズムレン

ズを用いれば解消できる． 

本 研 究 は JST-ACCEL プ ロ ジ ェ ク ト

（JPMJAC1603）として行われている． 
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